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　長年にわたり、消防団員として精励された方々の功績に、北

海道知事や北海道消防協会などから表彰状が伝達されました。

地域防災の重責を担う「郷土が誇る消防団」の更なる活躍を期

待しています。
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１．基本的な感染防止対策の実施

●マスクを着用

●人と人の距離を確保

（１ｍを目安に）

●「５つの場面」を作らない

２．寒い環境でも換気の実施

～11都府県へ「緊急事態宣言」発令～～11都府県へ「緊急事態宣言」発令～

【累計感染者数】 1６,７６０名

【死亡者数】

－１月 25 日現在（道公表）－

北海道の状況

５７５名

コロナに
コロナに

　
負けない！

負けない！

自
分
自
分
のの

命命
を
守
る
・

を
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・
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守
る
・

を
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る
・

社
会
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会
のの

命命
を
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る

を
守
る

いつまで続くいつまで続く・・・・・・““コロナコロナ””の恐怖の恐怖

『『
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル

新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
』』
でで

コロナに　

負けない！

北後志感染制御センター北後志感染制御センター

●検査予約

月曜日～金曜日に予約受付（当日不可）

●検査費用

北後志５町村の住民や企業・団体は１

人２万円、それ以外は同３万円。

【問合わせ先】

余市協会病院 TEL 0135-23-3126

●検査当日に持参するもの

本人確認書類

　（運転免許証、健康保険証など）

「余市協会病院」「余市協会病院」で PCR 検査で PCR 検査

■政府は１月６日に国内の１日の感染者数が初めて 5,000 人を超えたこと

などから同月７日に１都３県に対して、昨年から２度目の「緊急事態宣言」

を発令しました。また、13 日には２府５県を追加し、全国 11 都府県を対

象区域に拡大発令中です。

■北海道では、政府の「緊急事態宣言」の発令に沿って、「北海道集中対

策期間」を令和３年２月 15 日まで再度延長し、「緊急事態宣言の対象地域」

冬
場
の
感
染
防
止
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を
！

冬
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染
防
止
の
徹
底
を
！

との不要不急の往来を控えるなど、“コロナ”感染拡大防止強化のより一層の徹底を全ての道民に呼び

かけています。

　一人ひとりがいま一度“３密”を基本とした「新北海道スタイル」の実践と励行に努めましょう。

感染リスクが高まる『５つの場面』

　 場面①：飲酒を伴う懇親会

　 場面②：大人数や長時間の飲食

　 場面③：マスクなしでの会話

　 場面④：狭い空間での共同生活

　 場面⑤：居場所の切り替わり

●機械換気による常時換気を

　●機械換気が設置されていない場合は、室温が下がらない範

　囲で常時窓開け（室温は 18℃以上が目安！）

３．適度な保湿（湿度 40％以上が目安）

●換気しながら加湿を（加湿器使用や洗濯物の室内干し）

寒冷な場面での感染防止のポイント寒冷な場面での感染防止のポイント
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